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5
月
20
日
に
名
古
屋
で
開
催
さ

れ
た
第
21
回
通
常
総
会
で
、
役
員

の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
が
定
款

30
条
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
第
4
代
の
理
事
長
（
今

回
の
総
会
の
定
款
変
更
で
正
式
呼

称
は
「
代
表
理
事
」
に
変
更
）
に
小

堀
賢
一
氏
（
前
副
理
事
長
）
が
選
出

さ
れ
た
。

役
員
選
挙
は
従
来
ど
お
り
指
名

推
薦
の
形
で
提
案
さ
れ
、
総
会
で

承
認
。
議
長
が
選
考
委
員
を
指
名

し
、
総
会
を
暫
時
休
憩
し
、
別
室

で
選
考
が
行
わ
れ
た
。
選
考
の
結

果
、
49
名
の
理
事
と
3
名
の
監
事

を
選
出
。
こ
れ
を
総
会
で
承
認
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
選
出
さ
れ
た

理
事
は
第
1
回
の
理
事
会
を
開
催

し
、
代
表
理
事
の
選
出
に
入
り
、

全
員
一
致
で
小
堀
氏
を
選
出
し
た
。

万
雷
の
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
小

堀
氏
は
、
代
表
理
事
と
な
っ
た
初

め
て
の
挨
拶
で
次
の
よ
う
に
所
信

を
表
明
し
た
。

「
全
宗
協
は
協
同
組
合
に
な
っ
て

20
年
に
な
る
。
安
田
理
事
長
の
8

年
間
だ
け
で
も
ず
い
ぶ
ん
革
新
さ

れ
て
き
た
と
思
う
が
、
基
本
的
に

は
こ
の
路
線
を
踏
襲
し
な
が
ら
運

営
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に
は
お
仏
壇

の
販
売
件
数
は
年
間
50
万
基
程
度
、

数
珠
や
法
衣
な
ど
ま
で
裾
野
を
広

げ
る
と
宗
教
用
具
の
需
要
は
5
千

億
円
と
い
わ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
今
は
こ
れ
が
七
掛
け
く

ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
減
少
に
は
、
宗
教
や
信

仰
に
対
す
る
考
え
方
、
あ
る
い
は

家
族
構
成
の
変
化
等
が
関
係
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
覆
す

こ
と
は
我
々
に
は
で
き
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
し
で
も

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
全
宗
協
の

組
合
員
に
対
し
て
い
か
に
し
て
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
事
業
を
進
め
て
い

く
か
。
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
会

員
増
強
に
も
結
び
つ
か
な
い
。
そ

う
し
た
点
で
夢
と
希
望
が
持
て
る

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
」

こ
の
代
表
理
事
の
言
葉
ど
お
り
、

業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

が
、
小
堀
新
体
制
の
ス
タ
ー
ト
に

よ
っ
て
組
合
員
の
団
結
は
よ
り
い

っ
そ
う
強
固
に
な
り
、
今
後
の
組

合
並
び
に
業
界
の
発
展
が
大
い
に

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

な
お
、
代
表
理
事
を
支
え
る
副

理
事
長
に
は
井
上
芳
徳
氏
（
東
海
地

区
）、
内
田
長
祐
氏
（
関
東
地
区
）、

保
志
正
之
氏（
北
海
道
・
東
北
地
区
）

の
三
氏
が
就
任
し
た
。
ま
た
、
安

田
前
理
事
長
は
小
堀
代
表
理
事
の

た
っ
て
の
要
請
も
あ
り
、
相
談
役

と
し
て
代
表
理
事
の
後
見
に
当
た

る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
理
事
、
監

事
の
一
覧
は
別
掲
の
通
り
。

CONTENTSCONTENTS
2面 第21回通常総会を開催
3面 ニューリーダー部が初の通常総会を開催
4面 仏事コーディネーター試験を11月12日に実施

「第1回全国おぶつだん俳句コンテスト」に約1万句が集まり、
各賞が決定

5面 ニューリーダー部が名古屋で研修会を開催
秋の全国研修会の実施が決定

6面 第2回海外研修を9月に実施
7面 セーフティネット保障を申請／事務局から
8面 そよ風／ひろば／NL交差点

役員改選で新体制が船出

代表理事 小堀賢一

副理事長 ◎井上芳徳（正常化委員会担当）、◎保志正之
（事業委員会・会員増強委員会担当、会員増強
委員会委員長）、◎内田長祐（総務委員会・広
報委員会担当）

専務理事 西春貞男

常任理事 八田守立、前田平成、◎池田典明、菱田孝行、
◎橋本晃一、◎佐倉弘、濱田博邦、◎高山正（正
常化委員会委員長）、◎藤本晃史、◎井ノ口敬三

理事 奥山英俊、小野隆市、安田松慶（相談役）、滝
田雅敏、坂田晴義（広報委員会委員長）、辻幸
明、山田宗宏、川本恭央、笠原他喜雄、廣川勝
彦、木本隆久、濱島賢祐、小長井由朗（総務委
員会委員長）、三枝紀元、澤忠知、長坂忠明、
伊藤博昭、岸本光史、神戸良司、吉田光宏、山
中誠人、宮岸隆、中造和夫、中田信浩、三村博
昭、田戸孝雄、今浦公博、上林良得、今山秀人、
森正（事業委員会委員長）、塚本弘喜、白川十
郎、東純一、江頭直行

＊◎は地区協議会会長

監事 福井明夫、本保実、山本晴彦

新理事・監事（敬称略）

第
21
回
通
常
総
会
で
小
堀
賢
一
氏
を
第
４
代
理
事
長（
代
表
理
事
）に
選
出

がっちりと握手を交わ
す小堀代表理事（左）
と安田前理事長（右）

代
表
理
事
に
選

出
さ
れ
挨
拶
す

る
小
堀
賢
一
氏
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第
21
回
通
常
総
会
を
開
催

全国各地の組合員が名古屋の地に集結、変革期を乗り切る事業計画を議決

第
21
回
と
な
る
通
常
総
会
が
5
月
20
日
、

名
古
屋
市
の
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
全
国
各
地

か
ら
多
く
の
組
合
員
が
参
集
し
た
。

総
会
で
は
、
ま
ず
安
田
松
慶
理
事
長
が
挨

拶
。「

こ
れ
か
ら
は
新
し
い
力
、
新
し
い
う
ね
り

を
作
っ
て
い
か
な
い
と
ど
の
よ
う
な
流
れ
に

飲
み
込
ま
れ
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
な
状
況

に
あ
る
。
そ
の
と
き
に
当
た
り
、
私
は
こ
の

年
を
持
っ
て
理
事
長
の
職
を
退
き
、
新
し
い

人
に
今
後
の
全
宗
協
を
ゆ
だ
ね
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
が
皆
様
方
を
必
ず

や
よ
い
方
向
に
導
い
て
く
れ
る
と
確
信
し
て

い
る
」
と
し
て
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
へ
の
期

待
を
寄
せ
る
と
同
時
に
4
期
8
年
間
に
渡
る

組
合
員
の
支
援
に
謝
辞
を
表
し
た
。

総
会
で
は
そ
の
後
、
安
田
理
事
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
を
進
行
。
平
成
19
年
度
事

業
報
告
が
井
上
副
理
事
長
や
各
委
員
会
の
委

員
長
か
ら
あ
り
、
次
い
で
平
成
19
年
度
決
算

報
告
を
西
春
専
務
理
事
が
行
い
、
い
ず
れ
も

承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
続
き
、
平
成
20
年
度

事
業
計
画
と
同
収
支
予
算
を
一
括
審
議
。
こ

れ
も
承
認
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
に
続
く
議
案
で
は
定
款
の

変
更
案
が
示
さ
れ
た
。
今
回
の
変
更
案
で
は
、

中
小
企
業
協
同
組
合
法
の
一
部
改
正
（
平
成
19

年
4
月
１
日
施
行
）
に
伴
う
も
の
と
し
て
、
理

事
長
が
代
表
理
事
で
あ
る
こ
と
の
明
記
や
総

会
の
開
催
時
期
が
事
業
年
度
終
了
後
２
ヵ
月

以
内
か
ら
3
ヵ
月
以
内
に
す
る
こ
と
。
総
会

招
集
前
に
組
合
員
に
決
算
書
類
な
ど
を
事
前

提
供
す
べ
き
こ
と
。
総
会
招
集
や
議
決
や
代

理
人
証
の
提
出
に
電
磁
的
方
法
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
が
記
載
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー

リ
ー
ダ
ー
部
の
創
設
や
委
員
会
の
条
文
整
理

が
提
案
さ
れ
た
。

こ
の
定
款
変
更
案
も
拍
手
で
承
認
さ
れ
、

総
会
は
最
後
の
議
事
と
な
る
役
員
選
挙
へ
と

進
行
し
て
い
っ
た
。
そ
の
結
果
は
、
一
面
で

詳
報
し
た
通
り
で
、
小
堀
新
体
制
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
総
会
は
つ
つ
が
な
く
終
了
し
、

組
合
員
は
新
体
制
の
下
で
の
団
結
を
確
認
し

た
。な

お
、
次
年
度
の
総
会
は
5
月
20
日
ま
た

は
21
日
に
福
岡
県
内
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

総
会
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
講
演
会
で

は
僧
侶
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
川
村
妙
慶
氏
が
講

師
を
務
め
た
。
演
題
は
「
1
0
0
倍
楽
し
く
な

る
仕
事
と
人
生
」。
こ
の
講
演
の
中
で
ま
ず
川
村

氏
は
「
別
体
同
心
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
た
。

こ
れ
は
、
人
間
は
一
人
ひ
と
り
別
の
体
と
別
の

考
え
方
を
持
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
認
め
て

歩
く
方
向
性
を
ひ
と
つ
（
同
心
）
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
だ
。

川
村
氏
は
さ
ら
に
宗
教
と
い
う
言
葉
に
つ
い

て
も
解
説
。
宗
教
と
は
「
教
え
を
宗
（
む
ね
）

と
す
る
」
こ
と
で
、
自
分
の
中
に
肝
心
要
を
持

つ
こ
と
だ
と
し
て
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

ろ
う
そ
く
は
芯
が
な
け
れ
ば
溶
け
る
だ
け
で
燃

え
な
い
が
、
人
間
も
こ
れ
と
同
じ
で
芯
を
持
っ

総
会
終
了
後
に

僧
侶
で
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

川
村
妙
慶
氏
が
講
演

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
大
勢
の
組
合
員
が
会

場
を
埋
め
尽
く
し
た

総会で挨拶する
安田理事長

会場となった
ウエスティンナゴヤキャッスル

受付では旧交を温める光景も見られた

講師を務めた川村妙慶氏

演題は

「100倍楽しくなる仕事と人生」
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て
生
き
る
こ
と
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世

に
つ
い
て
も
分
か
り
や
す
く
解
説
。
人
間
に
は

二
つ
の
癖
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
考
え
方
を
示

し
た
。
一
つ
目
の
癖
は
、
5
月
と
聞
い
て
「
も
う

5
月
か
」
と
思
う
人
が
多
い
と
い
う
こ
と
。
こ
う

い
う
人
は
過
去
を
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
り
、

昔
は
よ
か
っ
た
と
思
い
が
ち
で
、
つ
い
愚
痴
が

出
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
癖
（
パ
タ
ー
ン
）
は
5
月

と
聞
い
て
「
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
る
だ
ろ
う
」

と
先
の
こ
と
を
考
え
る
人
だ
。
こ
う
な
る
と
取

り
越
し
苦
労
が
多
く
な
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も

肝
心
な
今
が
抜
け
て
お
り
、
こ
こ
を
お
ろ
そ
か

に
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
今
を
見
て
生

き
て
い
れ
ば
、
過
去
の
意
味
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
未
来
も
見
え
て
く
る
。

三
世
は
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
要
と
な

る
今
を
生
き
る
こ
と
の
重
要
性
を
川
村
氏
は
指

摘
し
た
。

講
演
で
は
さ
ら
に
仏
教
に
関
す
る
教
え
の
解

説
も
あ
っ
た
が
、
後
半
で
は
川
村
氏
が
お
寺
の

娘
と
し
て
生
ま
れ
た
自
ら
が
寺
院
を
継
承
し
、

今
日
に
至
る
ま
で
の
半
生
も
紹
介
し
た
。
一
時

は
5
0
0
件
も
あ
っ
た
檀
家
が
た
っ
た
1
年
間

で
ゼ
ロ
に
な
っ
た
と
い
う
話
や
、
そ
こ
か
ら
再

び
檀
家
を
呼
び
戻
し
た
話
な
ど
、
興
味
深
い
講

演
内
容
は
聴
衆
を
大
い
に
ひ
き
つ
け
た
。
講
演

会
に
参
加
し
た
組
合
員
と
そ
の
家
族
に
と
っ
て

は
、
仏
教
の
教
え
を
再
確
認
す
る
と
同
時
に
、

お
寺
の
実
情
の
一
端
を
知
る
機
会
に
も
な
っ
た

よ
う
だ
。

親
会
の
全
宗
協
の
総
会
に
先
立
ち
、
5
月

20
日
の
午
前
中
に
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
の
初

と
な
る
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で

は
始
め
に
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
部
長
の
吉
田

光
宏
氏
が
挨
拶
。
こ
の
中
で
吉
田
氏
は
昨
年

10
月
に
発
足
し
た
同
会
が
は
じ
め
て
迎
え
る

総
会
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、「
今
日
の
総
会
を

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と
し
て
ま
す
ま
す
内
容
の

あ
る
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
に
し
て
い
き
た
い

と
思
う
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
安
田
全
宗
協
理
事
長
が
ス
ピ
ー
チ
し
、

「
こ
れ
か
ら
の
全
宗
協
に
皆
さ
ん
方
の
若
い
パ

ワ
ー
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

総
会
は
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
平
成
19

年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
案
、
平
成
20
年
度

事
業
計
画
及
び
予
算
案
を
審
議
し
、
い
ず
れ

も
満
場
一
致
で
可
決
し
た
。
平
成
20
年
度
の

事
業
計
画
に
は
業
界
の
実
情
調
査
と
い
う
研

究
課
題
が
盛
り
込
ま
れ
、
同
時
に
30
万
円
の

予
算
も
組
ま
れ
た
が
、
総
会
で
の
承
認
を
得

総会当日は講演会に続いて懇親会を開催。アトラ

クションなどを楽しむと同時に、旧交を温める機会

にもなったようだ。

また、翌日にはオプションとしてエクスカーショ

ンとゴルフが開催された。エクスカーションでは徳

川美術館などを訪問し、ゴルフは四日市カンツリー

倶楽部で開催。家族サービスや会員間の懇親を深め

る場になり、思い出に残る1日となった。

なお、ゴルフコンペで

はグロス89･ネット71

で今山秀人氏が優勝。2

位には河田栄治氏、3位

に増田清順氏が入った。

総会の翌日はエクスカーションや
ゴルフでリフレッシュ
会員間の親睦も図る

総
会
で
挨
拶
す
る
吉
田
部
長

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
四
日

市
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
た

コンペの
上位入賞者

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
訪
れ
た

徳
川
美
術
館
前
で
の
ス
ナ
ッ
プ

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
が
初
の
通
常
総
会
を
開
催

事
業
方
針
と
し
て
「
共
に
学
び
、
共
に
進
む
」
を
確
認

て
今
後
は
本
格
的
な
調
査
研
究
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

今
後
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
が
こ
う
し
た

活
動
で
ど
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
の
か
、

部
員
の
み
な
ら
ず
全
宗
協
の
組
合
員
か
ら
も

大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。
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平
成
20
年
の
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試

験
は
11
月
12
日
（
火
）
に
、
例
年
通
り
東
京
と

大
阪
の
2
会
場
で
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
申
し

込
み
の
受
付
が
通
常
総
会
が
開
か
れ
た
5
月

20
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
申
し
込
み
の
期
限
は

8
月
31
日
ま
で
（
消
印
有
効
）
と
な
っ
て
い
る
。

受
験
希
望
者
は
仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

資
格
審
査
協
会
に
受
験
申
請
書
一
式
を
請
求
。

講
習
料
及
び
受
験
手
数
料
を
本
人
名
で
指
定

口
座
に
振
り
込
み
、
各
種
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
指
定
の
位
置
に
「
払
込
受
領

証
」
を
張
り
付
け
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
を

用
い
て
簡
易
書
留
に
て
送
付
す
る
。
そ
の
後
、

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
よ

り
受
験
者
に
直
接
「
講
習
参
加
票
お
よ
び
受

験
票
」
が
送
付
さ
れ
る
。
な
お
、
詳
細
は
仏
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
資
格
審
査
協
会
（
0
3
ー

3
6
6
5
ー

1
6
1
0
）
ま
で
。

こ
れ
ま
で
4
回
開
催
さ
れ
た
試
験
で
は
、

延
べ
1，
3
3
3
人
が
受
験
、
1，
2
4
6
人
が

合
格
し
て
い
る
。
今
年
も
多
く
の
組
合
員
の

事
業
所
の
従
業
員
が
受
験
し
、
新
た
な
仏
事

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
誕
生
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
第
1
回
（
平
成
16
年
度
）
の
合
格
者

の
資
格
更
新
は
平
成
21
年
と
な
っ
て
い
る
。

仏
事
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験
を
11
月
12
日
に
実
施

「第1回全国おぶつだん俳句コンテスト」に
約1万句が集まり、各賞が決定

「
第
１
回
全
国
お
ぶ
つ
だ
ん
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
募
集
は
２
月
か
ら
始
ま

り
、
4
月
末
で
締
め
切
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
応
募
者
数
は
約
7，
0
0
0
人
、

寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
数
は
約
1
万
句
に
達
し
た
。

選
考
の
結
果
、
以
下
の
作
品
（
応
募
者
）
に
各
賞
が
贈
ら
れ
た
。

金
賞
（
１
点
・
副
賞
10
万
円
）

「
次
の
世
も
わ
が
子
や
供
ふ
春
い
ち
ご
」
林
亨
子
（
岐
阜
県
関
市
）

銀
賞
（
2
点
・
副
賞
５
万
円
）

「
孟
蘭
盆
や
追
分
好
き
の
父
な
り
し
」
水
野
幸
四
郎
（
東
京
都
新
宿
区
）

「
過
去
帳
に
写
す
法
名
花
は
葉
に
」
青
野
迦
葉
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

佳
作
（
5
点
・
副
賞
１
万
円
）

渡
辺
啓
司
（
兵
庫
県
神
戸
市
）、
中
奥
津
耶
（
青
森
県
八
戸
市
）、
中
尾
多

津
美
（
兵
庫
県
淡
路
市
）、
関
口
美
代
子
（
東
京
都
新
宿
区
）、
奥
山
朗
（
福

島
県
会
津
若
松
市
）

こ
の
ほ
か
、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
1
0
0
名
に
図
書
カ
ー
ド
（
千
円
）

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
優
秀
作
を
収
録
し
た
句
集
を
7
月
に
発
行
す
る
予
定
で
、

組
合
員
の
参
加
企
業
（
全
員
参
加
が
原
則
）
の
社
名
を
裏
表
紙
に
印
刷
し
、

１
口
１
万
円
で
百
冊
を
提
供
す
る
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
消
費
者
か
ら
投
句
し
て
も
ら
う
と
い
う
対
話
型
の
啓

蒙
活
動
で
、
お
ぶ
つ
だ
ん
の
イ
メ
ー

ジ
を
向
上
し
、
市
場
に
浸
透
さ
せ
る

目
的
で
企
画
さ
れ
た
。
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
て
寺
院
な
ど
貼
っ
て
も
ら
う

な
ど
の
活
動
の
ほ
か
、
専
用
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
も
開
設
し
て
直
接
投
句
で

き
る
仕
組
み
も
作
っ
て
き
た
。
ま
た
、

組
合
員
の
活
動
の
結
果
、
地
方
新
聞

に
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど
の
成
果

に
も
結
び
つ
き
、
こ
れ
が
多
く
の
投

句
を
集
め
る
結
果
に
も
つ
な
が
っ
た
。

5
月
20
日
よ
り
申
し
込
み
受
付
が
始
ま
る

仏事コーディネーター試験
は昨年も東京と大阪の2会
場で開かれた

7月には句集を発刊して組合員に提供
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秋
の
全
国
研
修
会
の
実
施
が
決
定

10
月
16
〜
17
日
に
東
京
で
開
催

ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
部
が
名
古
屋
で
研
修
会
を
開
催

仏
壇
仏
具
業
界
の
現
状
把
握
調
査
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
定

秋
の
全
国
研
修
会
の
実
施
が
決
ま
っ
た
。

日
程
は
10
月
16
〜
17
日
の
2
日
間
で
、
東

京
・
五
反
田
の
ゆ
う
ポ
ー
ト
東
京
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
る
。

今
回
の
研
修
の
テ
ー
マ
は
「
シ
リ
ー
ズ

業
界
の
危
機
―
仏
壇
編
―
」
で
、
基
調
講

演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
曹
洞
宗
大
本
山

總
持
寺
の
訪
問
な
ど
も
決
定
し
て
お
り
、

今
年
度
か
ら
研
修
事
業
を
所
管
す
る
総
務

委
員
会
で
計
画
を
煮
詰
め
て
い
る
。

「
仏
壇
・
仏
具
業
界
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
思
考

が
必
要
な
理
由
」
と
題
し
て
講
演
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
基
本
構
造
を
解
説
す
る
と
同
時

に
、
仏
壇
仏
具
業
界
に
引
き
寄
せ
て
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
思
考
の
重
要
性
を
説
い
た
。

こ
の
石
倉
氏
の
講
演
を
受
け
た
第
三
講
で

は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
が
開

か
れ
た
。
こ
の
中
で
Ｎ
Ｌ
部
部
長
の
吉
田
氏

は
「
ま
ず
今
い
る
場
所
を
再
確
認
し
て
、
ど

こ
に
行
く
べ
き
か
の
方
向
性
を
導
き
出
す
こ

と
が
重
要
」
と
指
摘
し
た
。

意
見
交
換
会
に
は
講
師
を
務
め
た
石
倉
氏

も
参
加
し
、
業
界
の
成
長
性
を
知
る
た
め
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
を
測
る
こ
と
が
重
要
と

指
摘
。
広
告
業
界
の
例
を
引
き
な
が
ら
、「
大

手
企
業
に
ど
の
く
ら
い
伸
び
て
い
る
か
聞
い

て
ひ
と
つ
の
ベ
ー
ス
を
基
準
に
し
て
積
み
上

げ
て
い
っ
た
。
統
計
が
あ
る
と
努
力
目
標
に

な
る
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
Ｎ
Ｌ
部
副
部
長
の
浅
野
秀

浩
氏
が
「
業
界
の
統
計
で
唯
一
存
在
す
る
の

は
商
業
統
計
」
と
し
て
、
商
業
統
計
の
市
場

規
模
2，
5
7
7
億
円
と
い
う
数
字
を
ひ
と
つ

の
仮
説
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
裏
打

ち
調
査
の
実
施
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け

た
議
論
の
結
果
、
Ｎ
Ｌ
部
と
し
て
今
後
、
業

界
の
現
状
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
。

Ｎ
Ｌ
部
の
予
算
と
し
て
今
期
計
上
さ
れ
て
い

る
研
究
費
30
万
円
を
こ
の
調
査
に
使
う
こ
と

で
一
致
し
た
。

こ
の
方
針
は
前
述
し
た
と
お
り
、
研
修
会
の

翌
日
に
開
か
れ
た
Ｎ
Ｌ
部
の
通
常
総
会
で
も
了

承
さ
れ
、
正
式
決
定
し
た
。
こ
の
結
果
、
今
年

度
の
Ｎ
Ｌ
部
の
研
究
テ
ー
マ
は
業
界
の
現
状
把

握
調
査
に
決
定
し
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

煮
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
が
、
業
界

の
若
い
パ
ワ
ー
の
活
動
に
は
今
後
大
き
な
期
待

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

5
月
19
日
に
名
古
屋
市
内
で
開
か
れ
た

Ｎ
Ｌ
（
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
）
部
の
研
修
会
に
は

お
よ
そ
20
人
の
部
員
が
出
席
し
た
。
今
回
の

研
修
で
は
初
め
て
外
部
講
師
を
招
き
、
三
部

構
成
の
本
格
的
な
内
容
と
な
っ
た
。
第
一
講

の
講
師
を
務
め
た
の
は
志
賀
内
人
脈
塾
を
主

宰
す
る
志
賀
内
泰
宏
氏
で
、「
ギ
ブ
・
ア
ン

ド
・
ギ
ブ
で
う
ま
く
い
く
」
と
題
し
て
講
演

を
行
っ
た
。
続
く
第
二
講
で
は
㈱
電
通
消
費

者
研
究
セ
ン
タ
ー
次
長
の
石
倉
正
二
郎
氏
が

第
三
講
の
意
見

交
換
会
の
模
様

通
常
総
会
に
先
立
ち
、
各
委
員
会
が

開
催
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
理
事
会
で
報

告
さ
れ
た
。
ま
ず
、
正
常
化
委
員
会
で

は
、
懸
案
と
な
っ
て
い
た
委
員
会
名
の

変
更
の
件
が
話
し
合
わ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
従
来
の
役
割
と
同
時
に
、
消
費
者

か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
組
合
員
が
全

宗
協
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う

よ
う
な
商
品
営
業
を
し
な
い
よ
う
、
監

視
及
び
対
策
を
か
ね
る
委
員
会
名
を
提

案
す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
な
名
称

に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
案
が
挙
が
っ

た
が
、
最
終
決
定
は
次
回
以
降
に
持
ち

越
し
た
。
ま
た
、
独
占
禁
止
法
改
正
に

つ
い
て
は
、
森
顧
問
弁
護
士
に
相
談
の

上
、
必
要
と
思
わ
れ
る
内
容
を
会
員
に

報
告
す
る
こ
と
に
し
た
。

事
業
委
員
会
と
総
務
委
員
会
で
は
全

宗
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
必
ず
し
も
最

新
情
報
を
伝
え
き
れ
て
い
な
い
こ
と
が

課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
理
事
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。

広
報
委
員
会
で
は
「
第
1
回
お
ぶ
つ

だ
ん
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
実
施
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
、
今
後
の
句
集
の
作

成
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
と
は
別
に
、
3
月
27
日
に
全
国
で
お

仏
壇
の
お
焚
き
上
げ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
も
提
案
さ
れ
た
。

各委員会からの報告─────────────今年度も活発な議論と活動を展開
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通
常
総
会
に
先
立
ち
、
同
日
に
開
催

さ
れ
た
理
事
会
で
、
会
員
増
強
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
推
進
が
承
認
さ
れ
た
。
昨
年

度
の
新
規
加
入
者
は
18
名
、
退
会
者
は

３
名
で
、
15
名
の
純
増
と
な
っ
た
が
、

今
年
度
は
5
0
0
名
と
い
う
目
標
を
掲

げ
、
継
続
的
な
活
動
を
続
け
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
の
5
0
0
名
と
い
う
数
字
は
業
界

の
お
よ
そ
１
割
を
組
織
化
す
る
こ
と
を

意
味
し
、
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
経
済
産

業
省
か
ら
よ
り
大
き
な
支
援
も
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
予
算
の
面
で
も
プ
ラ
ス

に
な
る
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が

で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
会
員
増
強
委
員
会

で
は
具
体
策
を
ま
と
め
、
こ
れ
を
強
力

に
推
進
し
て
い
く
。

バリ島で仏壇工場などを視察
第2回となる海外研修が9月にインドネシアのバリ島と

ジャワ島で開催される。日程は9月9日から13日の5日

間で、9日の夕方に成田空港と関西空港をそれぞれ出発

し、バリ島に到着。翌10日は丸喜㈱の仏壇工場を視察す

る。その日はバリ島に宿泊し、11日はジャワ島に移動し

て、ボロブドゥール遺跡を見学。12日にはボロブドゥー

ルと並ぶ世界遺産であるブランバナンも訪問する。その

後、バリ島に戻り、帰路へ。13日の朝に成田と関空に到

着する。

費用は1人当たり25万円弱。組合員とその家族を対象

に実施される。申し込み・問い合わせは下記まで。

＜申し込み・問合せ先＞

㈱JTB中部金沢支店　　担当：営業課　中村美紀

TEL 076-264-7077 FAX 076-262-6156

第2回海外研修を9月に実施

500名を目標にパンフレットの更新などツールも整備

会員増強プロジェクトの推進を理事会で承認

① 9月9日（火） ② 9月10日（水） ③ 9月11日（木） ④ 9月12日（金） ⑤ 9月13日（土）
発
着
時
間

16：10（予定）
22：25

12：50
13：00

13：35
15：50

23：55（予定）
07：55

発
着
地

交
通
機
関

成田空港発
デンパサール着

バリ島
バリ島

ジョグジャカルタ

ジョグジャカルタ
バリ島

デンパサール
成田空港着

JL729
専用車

専用車
GA253
専用車

GA252
専用車
JL720

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

空路、バリ島へ
着後、ホテルへ
【バリ島泊／グ
ランドハイアッ
トバリ】

■工場視察
丸喜様の工場を視察いたします。
■デンパサールとヒンドゥー寺院
観光
バリ州の州都である行政や経済の中
心地･デンパサール官庁街、バリ絵画
や民芸品を集めた●アートセンター、
●金銀細工工房、●バティック工房
（インドネシアのジャワ島付近で作ら
れる文様染め）、バリで2番目に大き
な◎タマン・アユン寺院、海の寺院
◎タナロット寺院

バリ舞踏の中でも最もポピュラー
な踊りのひとつであるケチャクダ
ンスを鑑賞
【バリ島泊／グランドハイアット
バリ】

■ジャワ島　ボ
ロブドゥール遺
跡観光
●世界遺産ボロ
ブドゥールを訪
れます。

【ジョグジャカル
タ泊／ハイアッ
トリージェンシ
ー】

■午前中：ジョグジ
ャカルタ観光
ジョグジャカルタ
市内観光と世界最
大級のヒンズー教
寺院●世界遺産ブ
ランバナンを訪れ
ます。

■午後：バリ島に
て夕食
ホテル内にてさよ
ならパーティ
マッサージもどう
ぞ
＊空路へ
【機中泊】

第2回海外研修日程表

保
志
正
之
会
員
増
強
委

員
会
委
員
長
と
会
員
増

強
委
員
会
の
模
様
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セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
障（
不
況
業
種
指
定
）を
申
請

仏
壇
の
メ
ー
カ
ー
や
卸
で
は
原
材
料
の
値

上
げ
や
入
手
難
、
販
売
価
格
の
下
落
な
ど
か

ら
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
会
員
企
業
の
間
か
ら
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
（
不
況
業
種
指
定
）
の
申
請
を
求

め
る
声
が
上
が
り
、
全
国
組
織
の
業
界
団
体

と
し
て
全
宗
協
で
は
こ
の
申
請
を
先
ご
ろ
経

済
産
業
省
に
対
し
て
行
っ
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
は
、
信
用
保
証
協

会
が
通
常
の
保
証
限
度
額
と
は
別
枠
で
保
証

を
行
う
制
度
で
、
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
資

金
調
達
が
容
易
に
な
る
。

具
体
的
に
は
中
小
企
業
信
用
保
証
保
険
法

第
2
条
第
3
項
第
5
号
の
規
定
に
あ
た
り
、

全
国
的
な
不
況
業
種
及
び
全
国
的
に
業
況
の

悪
化
し
て
い
る
業
種
の
指
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
指
定
は
3
ヵ
月
に
一
度
国
が

見
直
し
を
行
う
た
め
、
そ
の
た
め
の
デ
ー
タ

の
提
出
な
ど
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
申
請
者
で

あ
る
全
宗
協
に
加
盟
す
る
会
員
企
業
ば
か
り

で
な
く
、
宗
教
用
具
製
造
業
全
体
に
適
用
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
業
界
全
体
を
救
済

す
る
活
動
に
も
な
る
わ
け
だ
。

業
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
全
宗
協
で
は
業
界

全
体
の
活
性
化
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
観
点
か
ら
も
今
回
の
申
請
に
踏
み
切

っ
た
。

顧問弁護士が組合員からの電

話、あるいはFAXによる無料法

律相談に応じます。ご希望の方

は下記へ直接ご連絡ください。

森・吉村法律事務所

弁護士　森 恕（はかる）

〒541-0043 大阪市中央区高麗橋1-5-14

メゾンドール高麗橋605

TEL 06-6222-3700 FAX 06-6232-0200

地
区

ご
逝
去

東

海

ご
本
人
鉦
吉
様

組
合
員
名

ご
逝
去
日
　
享
年

㈲
神
野
栄
吉
商
店
・
神
野
鉦
吉

20
年
４
月
20
日
　
享
年
79
歳

東

海

ご
母
堂
は
る
子
様
㈱
浄
華
・
河
田
栄
治

20
年
５
月
17
日
　
享
年
94
歳

京
　
滋

ご
母
堂
き
ぬ
様

㈱
土
屋
念
珠
店
・
土
屋
善
弘

20
年
５
月
19
日
　
享
年
96
歳

訃
　
　
　
　
報

●
横
江
功
好

㈲
　
横
江
仏
具
店

愛
知
県
豊
橋
市
新
本
町
１
３
４

●
萩
原
敦
夫

㈲
大
串

栃
木
剣
佐
野
市
田
沼
町
６
３
６

●
斧
宏
次

㈱
お
の
佛
宝
堂

奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
馬
見
北
４
―

15
―

10

新
規
加
入
（
２
月
〜
５
月
分
）

業
界
全
体
の
活
性
化
に
尽
力

新年度の事務局長に就任した岩

出孝弘です。前年度迄は都税事務

所に勤務していました。

5月の１ヵ月間、前任の酒匂事務局長の指導の下で見

習い期間を過ごさせてきましたので、おぼろげながら全

宗協の歴史や当面の課題は一応理解したつもりでいます。

6月から本格的に仕事を開始したのですが、小堀理事

長・西春専務理事・安田相談役を始め幹部の方々、そし

て事務局の増川先輩の指導の下で、全宗協の活性化に微

力を発揮したいと願っております。

趣味は、畑仕事・テニス・スキー・ゴルフなど体を動

かすことですが、今後は、仏教の勉強もしなくてはと心

を引き締めています。

皆様、末永くお付き合いくださいますようよろしくお

願いします。

「こんな仏壇あったらいいなコンテスト2008」
「全国おぶつだん俳句コンテスト」リンク張のお願い

事務局では「こんな仏壇あったらいいなコンテスト

2008」と「全国おぶつだん俳句コンテスト」の独自ドメイ

ンを取得しています。これに伴い、従来の全宗協のウェ

ブサイトのみならず、この2つのウェブサイトにも組合員

の皆様のホームページとのリンクをお願いいたします。

また、これとは別に引き続き全宗協ホームページの

「加盟店紹介」お店紹介ページの製作を承ります。希望さ

れる方は事務局までご連絡ください。

ご負担額は1ページ当たり10,000円（税別）です。

お店紹介ページの内容は①企業名、②企業紹介文、③画

像（店舗概観や商品、店内の写真など2枚まで）、④主な

取扱商品、⑤営業時間・定休日、⑥住所・電話番号・

ＦＡＸ番号、⑦メールアドレスなどです。

無料法律相談

森 恕顧問弁護士

新事務局長から
のご挨拶

・・・事務局からのお知らせ・・・

金
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私
の
住
む
大
牟
田
市
は
、

東
は
三
池
山
、
西
は
有
明
の

海
に
抱
か
れ
た
福
岡
県
南
端

の
工
業
都
市
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
土
地
で
祖
父
母
が
仏
壇

店
を
開
業
し
て
85
年
、
家
族
一
丸

と
な
り
店
の
存
続
を
願
い
奮
闘
努

力
の
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

昨
年
父
が
亡
く
な
り
、
私
が
店
を

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
頼

り
な
い
大
黒
柱
、
重
圧
と
加
齢
で

身
が
縮
ん
だ
よ
う
で
す
。

父
は
多
趣
味
で
若
い
こ
ろ
は
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
を
愛
用
し
、
夕
食

後
に
室
と
箔
押
し
場
を
使
い
、
現

像
と
焼
付
け
を
一
緒
に
し
た
こ
と

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
人
一
倍
口

下
手
で
し
た
が
、
と
て
も
手
先
が

器
用
で
、
塗
り
・
箔
押
し
な
ど
が

上
手
な
人
で
し
た
。
築
60
年
以
上

経
つ
我
が
家
の
座
敷
の
天
井
・

柱
・
床
を
漆
で
塗
り
上
げ
、
天
井

は
今
も
現
役
で
、
拭
け
ば
艶
が
出

て
座
っ
て
い
る
私
達
家
族
を
映
し

て
く
れ
ま
す
。
改
築
前
は
風
呂
・

ト
イ
レ
周
り
も
漆
塗
り
で
し
た
。

そ
い
う
環
境
の
中
で
育
っ
た
こ
と

が
、
い
ま
だ
に
私
が
塗
り
仏
壇
の

漆
に
拘
り
続
け
て
い
る
所
以
で
あ

る
か
な
と
思
い
ま
す
。

炭
鉱
閉
山
以
降
、
元
気
が
な
く

な
っ
た
こ
の
土
地
で
の
誘
客
は
難

し
く
、
ど
う
す
れ
ば
繁
盛
に
結
び

つ
く
か
が
い
ま
だ
に
分
か
ら
ず
、

不
安
な
気
持
ち
で
す
が
、
皆
様
に

手
を
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
品
を
生

業
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
と
て
も

光
栄
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
具
足
も
奥
義
を

究
め
れ
ば
芸
術
作
品
で
す
。
仏
壇

の
小
型
化
、
低
価
格
な
ど
難
問
多

し
で
あ
り
ま
す
が
、
人
生
思
い
通

り
に
は
な
ら
な
い
し
、
思
い
も
し

な
い
こ
と
ば
か
り
起
こ
る
け
れ
ど
、

人
様
と
の
出
遭
い
を
大
切
に
生
か

さ
れ
て
い
る
今
に
感
謝
し
、
皆
様

の
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

女
性
な
ら
で
は
の
気
配
り
と
優
し

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
店
作
り

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

総
会
、
研
修
会
、
最
近
ご
無
沙

汰
ば
か
り
で
、
出
席
率
が
悪
く
反

省
し
て
い
ま
す
。
皆
様
、
大
牟
田

に
は
毎
年
7
月
に
「
大
蛇
山
ま
つ

り
」
と
い
う
、
大
蛇
が
火
を
噴
き
、

練
り
歩
く
勇
壮
な
郷
土
が
誇
れ
る

祭
り
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の
健
康

を
祈
り
、
災
い
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う

に
願
う
鎮
魂
の
祭
り
で
す
。
ど
う

ぞ
是
非
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

東京国立博物館に於いて、3月25日から開催された「平城遷都

1300年記念　国宝薬師寺展」では、開幕から60日目にして入

場者が60万人を突破したそうです。また、6月14日から奈良国

立博物館で開かれる「国宝　法隆寺金堂展」では、日本最古とさ

れる四天王立像４体（国宝、飛鳥時代）が、初めて寺外でそろっ

てお披露目されるということですので、これまた多くの方が詰め

かけることでしょう。規模は違いますが、昨年暮れから3月末ま

で私の地元にあります静岡県立美術館に於いて「ガンダーラ美術

とバーミヤン遺跡展」が開催され、7万人を超える入場者があり

ました。

各地で仏教美術に関する特別展が目白押しで、大変な数の入場

者を集めています。仏教美術に関心を持つ方がこんなにも多いの

かと本当に驚かされます。

さて、私も先の「ガンダーラ美術とバーミヤン遺跡展」に行っ

て参りました。仏像発祥の地といわれるガンダーラとは、現在の

パキスタン北西部とアフガニスタン東部周辺にあたります。今回

は初の一般公開となるものが多数出品されました。ギリシャ的な

イメージを持ち、なおかつ繊細に表現された仏陀像、菩薩像など、

これらの仏像が長い時間と道のりを経て東の果ての島国に伝えら

れたことを考えると本当にロマンをかきたてられました。

カルチャーとしての仏教美術だけでは無く、その「教え」が伝

えられ花開いたことが日本を独立した文明国たらしめていること

に、あらためて感謝しなければならない時期がきているような気

がします。

ニューリーダー部の目的は、NL部規約第1条の目的『ニューリ

ーダー部は全日本宗教用具協同組合の定款第1条の目的（本組合

は、組合員の相互扶助の精神に基づき、組合員のために必要な共

同事業を行い、もって組合員の自主的な経済活動を促進、かつ、

その経済的な地位の向上を図ることを目的にする。）達成のため

に協力すると共に、部員個々の資質の向上を図り、その事業を通

じて本組合の属する業界の正しい発展と国家社会に奉仕すること

を目的とする。』です。つまり、①親組合活動成功のための補完

事業、先般開催の仏壇コンテスト当日の実働部隊等、②部員の資

質の向上、活動を通して会員一人ひとりが宗教用具を扱うにふさ

わしい経済人、人格者になることであります。

そして、私が個人的に思うことは、しがらみの無いこの時に、夢

を語り、悩みを打ち明け、成功や失敗を共有することにより生業や

利害関係を超えた友情を構築し、その絆を基に親組合の1員とな

り、責任ある1票を持って発言行動することが、第1条の文末に記

載されている『業界の正しい発展と国家社会に奉仕する』を達成

することになります。NL部の活動はこのための過程であります。

組合、業界、国家のために身を使えることに感謝し、微力では

ありますが精一杯動きます。宜しくお願いいたします。

㈱小長井仏具本店
（静岡県静岡市）
小長井由朗

㈲川本商店
（東京都港区）
川本恭央

COMMUNICATION

COLUMN

ニューリーダー

NL交差点

亡き父の思い出を胸に
愛される店作りに励む
高口仏具店（福岡県大牟田市）
高口ツヤ子

編 集 後 記
今回の会報は通常総会の模様を中心にお伝えしました。次号は秋の研修会がメインの記事を飾ります。

皆様のご意見などもぜひお聞かせください。

ひ ろ

ば


